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Abstract The subspecific division of the Japanese populations of Neptis pryeri Butler is revised, 
and a new subspecies N. p. setoensis is described for the populations ranging on the relatively 
low-altitude areas around the Setonaikai Sea, to which N. p. iwasei Fujioka, 1998 has tentatively 
been applied. Analysis of the wing maculation is made for subspecies yodoei Fujioka, 1998, 
hamadai Fujioka, Minotani & Fuktida, 1999 and setoensis ssp. nov., and all the analyzed 
specimens of these subspecies are illustrated. 
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は じ め に 


筆者 ら は , 本 州 中 部 以 北 産 の ホシ ミス ジ が 原 名 亜 種 と は 違う 個体 群 で ちあ る こと を , 本 報告 第 1 報 で 詳 
し く 述 べた (福田 ・ 美 ノ 谷 , 1999). それ より 前 に 藤岡 (1998) は , 四国 山地 の 一 部 を 除く 本 州 , 四国 , 
九州 の ホシ ミス ジ が 原 名 亜 種 と は 違う と し て , 亜 種 名 を N. pryeri iwasei EL, また , 隠岐 諸島 産 の ホ 
シミ スジ を RARE N. p. yodoei と し た . 


筆者 ら は , ホシ ミス ジ の 本 州 中 部 以 北 産 が 西日本 産 と は 違う 集団 で ある と 考え , まず , 原 名 亜 種 と 本 
州 中 部 以 北 産 と の 違い を 指摘 し , 本 州 中 部 以 北 亜 種 を 記載 し た 上 で , 西日本 の 各地 域 産 に つい て も 言 
及 し 亜 種 の 記載 を 含め た まとめ を 行う つも り で いた . し か し な が ら , 藤岡 (1998) の 本 土 亜 種 wasei 
と 隠岐 諸島 亜 種 yogoez の 報告 を 受け る 形 と な っ た た め , 本 報告 第 1 報 の 内 容 が すっ きり し な く な っ た 
点 は 否め な い . また , 四国 東南 部 山地 産 に つい て も , 西日本 産 と の 比較 の 中 で その 違い を 明らか に す 
る つも り で いた が , 急きょ , 藤岡 と の 共著 で 四国 東南 部 山地 亜 種 4amadai を 記載 する こと と な り RK 
岡 他 . 1999), 本 報告 も それ を 受け る 形 と な っ た . 


本 報告 は , 九州 , 四国 , 中 国 (隠岐 諸島 を 含む ), 近畿 の 西日本 産 ホ シミ スジ に つい て , RRERAKO 
詳細 な 比較 検討 や 生 熊 的 知見 な どか ら そ の 差異 に つい て 本 州 中 部 以 北 産 と 関係 づけ な が ら 言 及 し て い 
る . その 結果 , 日 本 産 ホ シミ スジ 本 土 亜 種 の 亜 種 区 分 変更 お よび 1 新 亜 種 の 記載 が 必要 と な り , 日 本 
産 ホ シミ スジ は 4 つの 亜 種 に 整理 され る こと が 分 か っ た の で 報告 する . 
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Distribution areas of the Western Japanese subspecies of Neptis pryeri Butler. ©: 
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Fig. 1. 
setoensis. 
成虫 斑紋 の 分 析 
材料 と 方 法 


e: hamadai. 


©: yodoei. 


Marks show the localities of the specimens 
illustrated in Figs 2-73, and a dotted band shows the distributional gap. 


成虫 の 斑紋 を 調べ る た め に , 九州 , 四国 , 中 国 , 近畿 の 瀬戸 内 を 中 心 と し た 地域 産 (以後 瀬戸 内 産 と 
呼ぶ ) 25 ケ所 146 個体 の 標本 ,、 島 前 , 島 後 を 含め た 隠岐 諸島 産 (以後 隠岐 諸島 亜 種 と 呼ぶ ) 6 ヶ所 
26 個体 , 四国 東南 部 山地 産 (以後 四国 東南 部 山地 亜 種 と 呼ぶ ) 4 ケ所 46 個体 の 標本 を それ ぞ れ 使用 
し た . 成虫 斑紋 の 分 析 方 法 は , 本 報告 第 1 報 に 従っ た (福田 ・ 美 ノ 谷 , 1999). 白斑 グレ ー ド の 測定 は , 
前 述 の 個体 の すべ て を 使用 し た . 白 帯 度 の 測定 は , 瀬戸 内 産 , 隠岐 諸島 亜 種 , 四国 東南 部 山地 亜 種 そ 
れ ぞ れ か ら , どの 地域 も 入る よう に 無 作為 に 24 個体 を 選ん で 使用 し た . 


ホシ ミス ジ の 原 名 亜 種々 p.pryeri と 隠岐 諸島 亜 種 X p. yodoei の 白 帯 度 を 比較 する と , それ ぞ れ 24 


Table 1. 
degree of the postdiscal white band on the hindwing in Neptis pryeri sspp. For distinc- 
tion of grade 0-4, see Fig. 2 in Fuküda & Minotani (1999), and for definition of the degree 
of the hindwing postdiscal white band, see Fig. 3 in Fuküda & Minotani (1999). 


Comparison of the frequencies of each grade of the submarginal white fascia and the 





Setoensis ssp. nov. 


yodoei 


hamadai 


iwasei 


pryeri 





No. of specimens (percentage 96) 


degree of the post- 
discal white band 








total ie i. is I 
146  1(0.19) 23 (17.1%) 
26 0(00%)  0( 0.0%) 
46 15(32.6%) 25 (54.4%) 
172 84(48.8%) 81 (47.1%) 
24 0(00%) 0(00%) 





grade 2 
(++) 
83 (56.5%) 
19 (73.1%) 
6 (13.0%) 
7 ( 4.1%) 
5 (20.8%) 





grade 3 

(+++) 
37 (25.3%) 
7 (26.9%) 
O ( 0.0%) 
0 ( 0.0%) 
19 (79.296) 





range average 
0.25-0.35 0.30 
0.34-0.40 0.37 
0.22-0.33 0.27 
0.18-0.36 0.31 
0.30-0.46 0.39 
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Figs 2-10. Neptis pryeri setoensis ssp. nov. from the Western Japan. 2-3. Nara Pref., 
Ikaruga-cho, の, paratypes. 4-5. Osaka Pref, Suita-shi, 1, paratypes. 6. Hyogo 
Pref, Kakogawa-shi, d^, paratype. 7. Ditto, ?, paratype. 8. Okayama Pref, 
Bicchu-cho, 7, holotype. 9. Ditto, 7, paratype. 10. Kagawa Pref., Shodo-shima I., 


g, paratype. 
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Figs 11-19. Neptis pryeri setoensis ssp. nov. from the Western Japan. 11. Kagawa Pref., 
Shodo-shima I., 7, paratype. 12. Kagawa Pref, Mure-machi, 5^, paratype. 13. 
Ditto, $, paratype. 14-15. Tokushima Pref, Mima-machi, $, paratypes. 16. 
Ehime Pref, Mikawa-mura, の, paratype. 17. Ditto, 2, paratype. 18. Hiroshima 
Pref., Kure-shi, 1, paratype. 19. Ditto, 9., paratype. 
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Figs 20-25. Neptis pryeri setoensis ssp. nov. from the Western Japan. 20. Hiroshima Pref., 
T6jó-cho, の , paratype. 21. Ditto, $, paratype. 22-23. Kumamoto Pref., 
Ichinomiya-machi, €, paratypes. 24. Kumamoto Pref, Namino-son, c^, paratype. 
25. Kumamoto Pref., Aso-machi, 7, paratype. , 

Figs 26-28. Neptis pryeri yodoei Fujioka from the Oki Is. 26-27. Shimane pref., Goka- 
mura, の. 28. Ditto, 9.. 
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Figs 29-37.  Neptis pryeri yodoei Fujioka from the Oki Is. 29-31. Shimane Pref., Goka- 
mura, $. 32. Shimane Pref, Fuse-mura, の. 33-35. Ditto, 9. 36-37. Shimane 
Pref., Saigo-machi, $1. 
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Figs 38-46.  Neptis pryeri yodoei Fujioka from the Oki Is. 38-42. Shimane Pref., Saigo- 
machi, 3$. 43. Shimane Pref, Ama-machi, dg. 44-45. Shimane Pref., 
Nishinoshima-machi, 7. 46. Ditto, 2. 
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Figs 47-49. Neptis pryeri yodoei Fujioka from the Oki Is. 47-48. Shimane Pref., 
Nishinoshima-machi, $9. 49. Shimane Pref., Chibu-mura, 2. 

Figs 50-55. Neptis pryeri hamadai Fujioka, Minotani & Fukuda from the southeastern 

mountains of Shikoku. 50-52. Tokushima Pref, Kamikatsu-machi, の . 53-54. 

Ditto, $. 55. Tokushima Pref., Kisawa-mura, g. 
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, Minotani & Fuküda from the southeastern 


Fujioka 
57. Tokushima Pref, Kisawa-mura, <7. 


i 


Figs 56-64. Neptis pryeri hamada 


> 


-59, Ditto 


58 


56- 


60-64. Tokushima Pref., 


mountains of Shikoku. 


9. 


Kitoh-mura, 7. 
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Figs 65-73. Neptis pryeri hamadai Fujioka, Minotani & Fuküda from the southeastern 
mountains of Shikoku. 65-66. Tokushima Pref, Kitoh-mura, 2. 67-68. Kochi 
Pref., Monobe-mura, g^. 69-73. Ditto, 2. 
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個体 の 白 帯 度 平 均 値 は , 0.39, 0.37 と な り , 原 名 亜 種 の 方 が 広い . また , 隣接 地域 の 瀬戸 内 産 の 白 帯 
度 平 均 値 が 0.30 と 隠岐 諸島 亜 種 と か な り 開 き が ある . 白斑 グレ ー ド も 原 名 亜 種 で は グレ ー ド 3 が 約 
80% で ある の に 対し , 隠岐 諸島 亜 種 は グレ ー ド 2 が 約 70% と 分 布 の 中 心 が 3 から 2 へ と 傾斜 し て いる . 
従っ て , 藤岡 (1998) の 記載 し た 隠岐 諸島 亜 種 yodoei は 支持 で きる (Tables 1, 2). ホシ ミス ジ の 本 
州 中 部 以 北 産 と 瀬戸 内 産 の 白 帯 度 を 比較 する と , それ ぞ れ 24 個体 の 白 帯 度 平均 値 は いずれ も 031 
近辺 で 差 が な い . し か し , 白 班 グレ ー ド で 比較 する と , 本 州 中 部 以 北 産 は 172 個体 の うち , グレ ー ド 
0 と 1 の 合計 が 全体 の 960% を 占め る の に 対し , 瀬戸 内 産 は 146 個体 の うち , グレ ー ド 2 と 3 の 合計 が 
全体 の 82% を 占め る (Tables 1, 2). 従っ て , 瀬戸 内 産 は , 本 州 中 部 以 北 産 と は 異質 の 集団 , 新 亜 種 と 
し て 記載 すべ き 集 団 で ある と 判断 し た . 藤岡 (1998) は , 四国 山地 の 一 部 を 除く , 本 州 , 四国 , 九州 
の ホシ ミス ジ に 同一 の 亜 種 名 ヵ iwasei を 命名 し て いる . この iwasei の ホロ タイ プ が 長野 県 の 軽 井 
沢 で ある こと か ら , 本 土 亜 種 に 付け られ た iwasei の 亜 種 名 は , 本 州 中 部 以 北 産 の 集団 の 亜 種 名 に 帰属 
が 変更 きれ る . ホシ ミス ジ の 瀬戸 内 産 と 四国 東南 部 山地 亜 種 4amadai の 白 帯 度 を 比較 する と , それ 
ぞ れ 24 個体 の 白 帯 度 平均 値 は , 0.31, 0.27 と な り , 明らか に hamadai の 方 が 狭い . TORS ld, AM 
中 部 以 北 産 も 及ば な い . また , 白斑 グレ ー ド で 比較 する と , 瀬戸 内 産 は , 146 個体 の うち , グレ ー ド 
2 と 3 の 合計 が 82% を 占め る の に 対し , hamadai の 方 は , 46 個体 の うち , グレ ー ド 0 と 1 の 合計 が 
87% を 占め る (Tables 1, 2. 従っ て , 四国 東南 部 山地 亜 種 4gmadai iX, 瀬戸 内 産 , 本 州 中 部 以 北 産 と 
は 違う 集団 ( 別 亜 種 ) で ある と の 判断 (藤岡 他 , 1999) を 補強 で きる . 参考 の た め 白 帯 度 を 調べ た 
瀬戸 内 産 (瀬戸 内 亜 種 sezoezs ssp. nov.), 隠岐 諸島 亜 種 yedoei, 四国 東南 部 山地 亜 種 4gmdai 各々 24 
個体 の 標本 写真 を 図示 し て お く (Figs 2-73). 


本 土 亜 種 の 亜 種 区 分 変更 

Neptis pryeri iwase Fujioka, 1998 

ホシ ミス ジ 本 土 (本 州 , 四国 , 九州 ) 亜 種 か ら 本 州 中 部 以 北 亜 種 へ 
1 新 亜 種 の 記載 

Neptis pryeri setoensis ssp. nov. (Figs 2-25) ホシ ミス ジ 瀬 戸 内 亜 種 


JẸ. Most similar to ssp. iwasei Fujioka, 1998 in size and wing pattern, but the submarginal white fascia 
on the underside of the hindwing more developed. Among the examined 146 specimens, 120 (81.8%) 
specimens fall into grades 2 or 3 in our division (Fuküda & Minotani, 1999), while in iwasei, 164 (95.9%) 
specimens out of the examined 172 specimens are in grades 0 or 1 (Table 1). The postdiscal white band 
of the hindwing generally wider than in ssp. hamadai Fujioka, Minotani & Fuküda, 1999 as in ssp. iwasei, 
and narrower than in ssp. yodoei Fijioka, 1998. 


Holotype. 〆 (Fig. 8), Okayama Pref., Bicchu-cho, Mochigase, em. 2. iv.1998, ex larva, N. Minotani leg., 
preserved in the National Science Museum, Tokyo. Paratypes. 2 à, Nara Pref., Ikaruga-cho, 3. vi. 1993, 
H. Hamaji leg; 2 7, Osaka Pref., Suita-shi, 7. vi. 1996, T. Kinoshita leg.; 1 à, Hyogo Pref, Kakogawa- 
shi, 6. vi. 1987; 1 *, Hyogo Pref., Kakogawa-shi, 26. vi. 1986; 1 2, Okayama Pref., Bicchu-cho, 2. iv. 
1998, ex larva, N. Minotani leg.; 2 ?, Kagawa Pref., Shodo-shima I., 4-6. i. 1990, ex larva, N. Minotani 
leg; 11, Kagawa Pref., Mure-machi, 1. iv. 1990, ex larva, N. Minotani leg.; 2 2, Tokushima Pref., 
Mima-machi, 1. iv. 1990, ex larva, N. Minotani leg; 1 @ 12%, Ehime Pref, Mikawa-mura, 31. iii. 1990, 
ex larva, N. Minotani leg; 1 71-4, Hiroshima Pref., Kure-shi, 2. ii. 1991, ex larva, Y. Katoh leg.; 1 の 
1 ?, Hiroshima Pref, Tójó-cho, 3. iv. 1998, ex larva, N. Minotani leg; 1 $, Kumamoto Pref, 
Ichinomiya-machi, 31. iii. 1998, ex larva, N. Minotani leg; 2 $, Kumamoto Pref., Namino-son, 30. iii. 
1998, ex larva, N. Minotani leg; 1 «1, Kumamoto Pref, Aso-machi, 31. iii. 1998, ex larva, N. Minotani 
leg. Paratypes are in the collection of H. Fuküda, one of the authors. 


Distribution. Japan (roughly around the Setonaikai-Sea areas: Kinki, Chugoku, Shikoku, Kyushu). 


本 亜 種 名 は , 主 な 生息 地 が 瀬戸 内 海 沿岸 に ある こと か ら 名 づけ た . ホロ タイ プ 標 本 は , 石灰 岩 地 帯 に 
自生 する イブ キシ モツ ケ よ り 幼 虫 を 得 , 飼育 羽化 し た も の で ある . な お , 瀬戸 内 海 の 語源 の 瀬戸 町 は , 
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岡山 市 郊外 に ある . 
生態 的 知見 


日 本 各 産 地 の ホ シミ スジ に つい て , 食餌 植物 , 垂直 分 布 な ど 生 態 に 関す る 相違 に つい て 調査 し た . 
ここ で は , 主 な 記録 に 留め , 確認 し た 詳細 な 記録 は 別 の 機会 に 譲り た い . 


食餌 植物 


日 本 各 産 地 で 確認 され た 食餌 植物 は 以下 の 通り で ある . 


setoensis ホシ ミス ジ 瀬 戸 内 亜 種 
イワ ガサ Spiraea blumei (香川 県 小豆 島 ) ウラ ジロ イワ ガサ (イワ ガサ と イブ キシ モツ ケ の 雑 
種 ) (高知 市 大 坂越 ) イブ キシ モツ ケ S. nervosa (岡山 県 備中 町 ) シモ ツケ S. japonica (熊本 県 高 
森町 ) 
yodoei ホシ ミス ジ 隠 岐 諸島 亜 種 
イワ ガサ (島根 県 隠岐 島 島 前 , 島 後 ) イブ キシ モツ ケ (島根 県 隠 岐 島 島 前 ) 
hamadai ホシ ミス ジ 四 国東 南部 山地 亜 種 
イワ ガサ (徳島 県 上 勝 町 ) 
iwasei ホシ ミス ジ 本 州 中 部 以 北 亜 種 
イワ シモ ツケ S. nipponica (岩手 県 岩泉 町 , 新潟 県 奥 只 見 , 同 県 糸魚川 市 明星 山 , 長野 県 白馬 村 , 
東京 都 奥 多摩 町 日 原 ) シモ ツケ (山形 県 小国 町 , 山梨 県 富士 桜 高 原 , 長野 県 三岳 村 倉 越 高原 ), 
ホ ザ キシ モツ ケ S. salicifolia (栃木 県 日 光 市 湯元 , 福島 県 館 岩村 ) 


西日本 産 ホ シミ スジ の 主要 な 本 来 の 食餌 植物 は 。 イワ ガサ , イブ キシ モツ ケ お よび シモ ツケ で ある 
日 本 海 側 に は イワ ガサ の 変種 ミツ バイ ワ ガ サ f obtuna が 分 布 し , 隠岐 諸島 で 重要 な 食餌 植物 に な っ 
て いる . 瀬戸 内 で は 石灰 岩 地域 や 花 賠 岩 地域 で す プ キシ モツ ケ が 低 標 高 よ り 広 く 分 布 し て いる . 四国 
東南 部 山地 で は 蛇 紋 岩 地域 を 中 心 に 石灰 娠 地域 に か け て イワ ガサ が 点々 と 分 布 し て お り , hamadai も 
その 分 布 に 合わ せる よう に 点々 と 孤立 分 布 し て いる . 高知 市 で は 蛇 紋 岩 地 の ウラ ジロ イワ ガサ を 食餌 
植物 と する setoensis が 存在 する . 九州 東北 部 で は 阿蘇 山 の 火山 性 草原 に シモ ツケ が 広く 分 布 し , それ 
を 食す setoensis が 広く 分 布 し て いる . 


一 方 iwasei の 主要 な 本 来 の 食餌 植物 は . イワ ウシ モツ ケ と シモ ツケ で ある . 東北 地方 の 石灰 岩 地 域 や 中 
部 地方 日 本 海 側 に お いて は イワ シモ ツケ を 食す 個体 群 が 多 く 見 られ る が , 中 部 高地 で は イワ シモ ツケ 
は 高 標高 地域 に 分 布 す る こと か ら , 本 種 の 分 布 と 重 な ら な い 場 合 が 多い . 関東 地方 や 東北 地方 南部 で 
は 一 部 ホ ザ キシ モツ ケ を 食す こと も ある が 稀 で ある . それ 以外 の ほとん どの 中 部 地方 の 産地 に お いて 
は シモ ツケ を 食す . シモ ツケ は 火山 性 草原 , 伐採 跡地 や 花岡 岩 ・ 安 山 岩 ・ 蛇 紋 岩 ・ 石 灰 岩 な どか ら な る 
崖 地 や 崩壊 地 な ど 幅 広く 分 布 す る . 特に 火山 性 草原 で は 高密 度 で 分 布 す る こと か ら , iwasei の 個体 数 
も 多い . 一 般 に シモ ツケ の 分 布 は 流動 的 で ある こと か ら , 本 種 の その よう な 場所 で の 分 布 も 流動 的 で 
ある . 


これ ら の こと か ら , 本 種 の 分 布 決定 要因 と し て の 重要 な 食餌 植物 は イワ ガサ , イブ キシ モツ ケ , イ 
ワシ モツ ケ の 3 種 と いえ る . 


垂直 分 布 


東北 北部 北上 高地 周辺 で は 海岸 に 近い 久慈 若 流 の 標高 100 m 付近 か ら 山 間 部 の 安 家 あ た り の 400m ま 
で に 多く の 分 布地 が 存在 する . 東北 南部 か ら 中 部 高地 で は 分 布 周辺 部 で は 例外 的 に 低い 産地 が ある が , 
お よそ 300m か ら 1.200m ほど に 分 布 の 中 心 を 持つ . 一 方 , 西日本 で は , 垂直 分 布 の 逆転 現象 が 起こ 
る . すなわち , 緯度 的 に 低く な る に も か か わら ず , 山陰 で は 海岸 沿い に , 瀬戸 内 で も 海岸 部 に 分 布 し , 
山間 部 で も 標高 300 m あたり まで に 分 布 の 中 心 が あ る . さら に 低 緯 度 の 九州 で は 阿蘇 の 火口 原 に 広 
く 分布 す る よう に な り , や や 山地 性 に な る が , それ で も 分 布 の 中 心 は お よそ 800 m 以下 で ある . ま 
た 四国 の 東南 部 山地 の 個体 群 は 特異 な 集団 で ある . お よそ 300m か ら 600 m に 分 布 の 中 心 を 持つ が , 
瀬戸 内 の よう に 海岸 まで 達する こと は な い . 完全 に 山間 部 に 遺存 し て いる 個体 群 と いえ る . 


以上 の こと か ら , 日 本 列島 に お ける 本 種 の 分 布 は , 東経 136* 近辺 を 分 布 の ミゾ と し て setoensis と 
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Fig. 74. Vertical distribution of Neptis pryeri sspp. in Japan. A dotted band shows 
disributional gap. 


iwasei に 大 きく 分 断 さ れ て いる こと が 分 か る (Fig. 1, Fig. 74). 
化 性 


東北 北部 や 中 部 高地 の 本 種 は 一 部 稀 に 2 化す る も の も ある が , 一 般 的 に は 1 化 が 普通 で ある . 6 月 上 
旬 に 羽化 する よう な 関東 地方 の 低 山 地 で も 夏期 は 若 齢 幼虫 が 成長 を 止め , その まま 越冬 巣 を つく る 個 
体 を 筆者 ら は し ば し ば 観察 し て お り , 9 月 か ら 10 月 に 成虫 を 発見 する こと は 稀 で ある . 一 方 , 西日本 
で は 採集 記録 な どか ら 1 化 ほ ど 多 く は な い に し て も , 8 月 か ら 10 月 に 2 化 は 普通 に 見 られ , 部 分 2 化 
し て いる と 考え て よい だ ろう . 


以上 の 生態 的 知見 を まとめ る と Table 3 の 通り で ある . 


まとめ 
REDEA (ARE, 白斑 グレ ー ド ) の 比較 精査 お よび 生態 的 知見 な どか ら , 日 本 産 ホ シミ スジ の 本 


土 (本 州 , 四国 , 九州 ) 亜 種 wsez の 亜 種 区 分 を 本 州 中 部 以 北 に 変更 し た . それ に 伴い 西日本 産 の ホ 
シミ スジ を 新た に 瀬戸 内 亜 種 setoensis と し て 記載 し た . その 結果 , 日 本 産 の ホシ ミス ジ は , 以下 の 4 


Table3. Biological features of Neptis pryeri sspp. from Japan. 











subspecies range host plant ta voltinism | 

iwasei northern Tohoku Spiraea nipponica 100-400 m univoltine 
district Spiraea japonica (rarely bivoltine) 
central mountains Spiraea nipponica 500-1,200 m 
of Chubu district Spiraea japonica 

setoensis ssp. nov. Setouchi Spiraea blumei 0-500 m univoltine 

Spiraea nervosa (partly bivoltine) 

Kyushu Spiraea japonica 

hamadai southeastern Spiraea blumei 300-600 m univoltine 


mountains of 
Shikoku 
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亜 種 に 整理 され る (Fig. 1). 


Neptis pryeri iwasei Fujioka, 1998 本 州 中 部 以 北 亜 種 

N. p. setoensis Fuküda & Minotani, 2000 瀬戸 内 亜 種 

N. p. hamadai Fujioka, Minotani & Fuküda, 1999 四国 東南 部 山地 亜 種 
N. p. yodoei Fujioka, 1998 ExllpzS& Ex E fe 


亜 種 iwasei と setoensis の 周辺 に は 紀伊 半島 , 京都 府 。 山陰 地方 な どの 一 部 に 亜 種 の 帰属 が 明らか で な 
ぃ 集団 が 存在 し て いる . これ ら は , 今後 の 課題 と し た い . 


BH 。 HT 


今回 の 報 文 作成 に あたり , ホシ ミス ジ に 関す る 有益 な 助言 を いた だ いた 猪 又 敏男 氏 , 上 原 健 慈 氏 , 計 
測 標本 で ご 協力 いた だ いた 木村 正明 , 浜中 久徳 , 樋 田 光 , 加藤 良樹 の 各氏 . な ら び に 原稿 を ご 校閲 し 
て いた だ き 。, 日 頃 か ら ネ プティ ス 属 の 研究 で ご 協力 いた だ いて いる 日 本 大 学生 物資 源 科 学部 の 岩野 秀 
俊博 士 に 対し て 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 


l 
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Summary 


Fujioka (1998) divided Neptis pryeri into three subspecies, that is, pryeri on the continent, yodoei 
of the Oki Is on the Japan Sea and iwasei in the mainland of Japan. Later, Fujioka et al. (1999) 
separated the southeastern mountainous population of Shikoku from iwasei as a new subspecies 
hamadai. In the present study, the western Japanese populations of Neptis pryeri Butler were 
closely revised and it was revealed that the specimens from the rather lowland areas around the 
Setonaikai Sea are different from those north of the Chubu district, to which iwasei should be 
applied. A new subspecies, sefoensis Fuküda & Minotani, was described from those areas of 
Honshu (Osaka, Hyogo, Hiroshima), Shikoku (Kagawa, Ehime, Tokushima) and Kyushu 
(Kumamoto) based on an analysis of the wing maculation of rich material. The 24 specimens 
analyzed for each of yodoei, hamadai and setoensis were illustrated in Figs 2-73 and its result was 
summarized in Table 2. In the four Japanese subspecies, iwasei and setoensis are both characterized 
by the medium width of the postdiscal white band in the hindwing (in yodoei this band is generally 
wider and in hamadai it is usually narrower), but in setoensis the submarginal white fascia on the 
underside of the hindwing is more developed than in iwasei in general. 
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